
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

◇
奈
良
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

１

都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
の
追
加

住
民
基
本
台
帳
法
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
務
に
つ
い
て
、
奈
良
県
内
の
私
立
の
高

等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
に
在
学
す
る
生
徒
に

対
す
る
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
。

２

都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
教
育
委
員
会
の
事
務
の
追
加

住
民
基
本
台
帳
法
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
教
育
委
員
会
の
事
務
に
つ
い
て
、
奈
良
県

内
の
公
立
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
に
在

学
す
る
生
徒
に
対
す
る
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

施
行
期
日

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
奈
良
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

１

知
事
又
は
教
育
委
員
会
が
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
務
の
追
加

知
事
又
は
教
育
委
員
会
が
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
務
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

執
行
機
関

事

務

知
事

奈
良
県
内
の
私
立
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
に
在
学
す
る
生

徒
に
対
す
る
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ



っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

教
育
委
員
会

奈
良
県
内
の
公
立
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
に
在
学
す
る
生

徒
に
対
す
る
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

２

施
行
期
日

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
条
例

１

設
置

歴
史
文
化
資
源
の
活
用
及
び
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
よ
り
心
豊
か
な
県
民
生
活
の
実
現

に
資
す
る
と
と
も
に
、
観
光
、
産
業
等
の
分
野
と
連
携
し
た
施
策
の
実
施
に
よ
り
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
た
め
、
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
（
以
下
「
文
化
村
」
と
い
う
。
）
を
天
理
市
に

設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

事
業

文
化
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ア

歴
史
文
化
資
源
の
活
用
及
び
芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
場
の

提
供
に
関
す
る
こ
と
。

イ

地
域
農
産
物
等
の
地
場
産
品
、
飲
食
物
そ
の
他
物
品
の
販
売
等
に
よ
る
地
域
振
興
に

関
す
る
こ
と
。

ウ

地
域
の
歴
史
文
化
の
情
報
の
発
信
に
関
す
る
こ
と
。

エ

そ
の
他
文
化
村
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

３

観
覧
料

文
化
村
に
展
示
し
て
い
る
歴
史
文
化
資
源
及
び
芸
術
文
化
に
関
す
る
資
料
等
（
以
下
「
歴

史
文
化
資
源
等
」
と
い
う
。
）
を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
一
人
一
回
一
、
八
〇
〇
円
以

内
で
知
事
が
定
め
る
観
覧
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

４

使
用
の
承
認

文
化
村
の
６
に
掲
げ
る
施
設
、
設
備
等
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
承
認
を

(1)



受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

知
事
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
の
承
認
を
し
な
い
こ

(2)
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

ア

文
化
村
の
設
置
目
的
に
違
反
す
る
と
き
。

イ

公
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

ウ

文
化
村
の
施
設
、
設
備
等
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

エ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
活

動
を
助
長
し
、
又
は
そ
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

オ

文
化
村
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
き
。

知
事
は
、
使
用
の
承
認
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

(3)
は
、
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

５

使
用
の
承
認
の
取
消
し
等

知
事
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
使
用
の
承
認
を
取
り
消
し
、
又
は
使
用

を
制
限
し
、
若
し
く
は
使
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

ア

こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

イ

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
っ
て
使
用
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。

ウ

使
用
の
承
認
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

エ

４
の

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

(2)

オ

公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
。

６

使
用
料

使
用
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
次
に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め
る
場
合
に
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。ア

施
設
及
び
そ
の
使
用
料

使
用
区
分

午
前

午
後

午
前
・
午

夜
間

午
後
・
夜

全
日

（
午
前
九

（
午
後
一

後

（
午
後
六

間

（
午
前
九

時
か
ら
正

時
か
ら
午

（
午
前
九

時
か
ら
午

（
午
後
一

時
か
ら
午

午
ま
で
）

後
五
時
ま

時
か
ら
午

後
八
時
ま

時
か
ら
午

後
八
時
ま

で
）

後
五
時
ま

で
）

後
八
時
ま

で
）



で
）

で
）

施
設
区
分

ホ
ー

日
曜

一
五
、
三

二
〇
、
四

三
五
、
六

一
三
、
二

三
三
、
六

四
五
、
八

ル

日
、

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

土
曜

日
及

び
休

日そ
の

一
二
、
七

一
七
、
〇

二
九
、
七

一
一
、
〇

二
八
、
〇

三
八
、
二

他

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

控
室
Ａ

二
、
六
〇

三
、
五
〇

六
、
一
〇

二
、
三
〇

五
、
八
〇

七
、
九
〇

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

控
室
Ｂ

一
、
八
〇

二
、
四
〇

四
、
一
〇

一
、
五
〇

三
、
九
〇

五
、
三
〇

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

控
室
Ｃ

一
、
三
〇

一
、
七
〇

三
、
〇
〇

一
、
一
〇

二
、
九
〇

三
、
九
〇

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

控
室
Ｄ

一
、
一
〇

一
、
五
〇

二
、
六
〇

〇
円

〇
円

〇
円

セ
ミ
ナ
ー
ル

一
、
七
〇

二
、
三
〇

四
、
〇
〇

一
、
五
〇

三
、
八
〇

五
、
二
〇

ー
ム
Ａ

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

セ
ミ
ナ
ー
ル

二
、
三
〇

三
、
〇
〇

五
、
三
〇

二
、
〇
〇

五
、
〇
〇

六
、
八
〇

ー
ム
Ｂ

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円



セ
ミ
ナ
ー
ル

三
、
一
〇

四
、
一
〇

七
、
二
〇

二
、
七
〇

六
、
八
〇

九
、
三
〇

ー
ム
Ｃ

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

セ
ミ
ナ
ー
ル

八
〇
〇
円

一
、
〇
〇

一
、
八
〇

七
〇
〇
円

一
、
七
〇

二
、
三
〇

ー
ム
Ｄ

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

セ
ミ
ナ
ー
ル

八
〇
〇
円

一
、
〇
〇

一
、
八
〇

七
〇
〇
円

一
、
七
〇

二
、
三
〇

ー
ム
Ｅ

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

セ
ミ
ナ
ー
ル

一
、
四
〇

一
、
九
〇

三
、
三
〇

一
、
二
〇

三
、
二
〇

四
、
三
〇

ー
ム
Ｆ

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

〇
円

実
習
室

三
、
九
〇

五
、
二
〇

九
、
一
〇

〇
円

〇
円

〇
円

注
１

「
休
日
」
と
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

２

準
備
、
練
習
等
の
た
め
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
使
用
料
の

額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

３

午
後
八
時
を
超
え
て
延
長
し
て
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
三
十
分
に
つ

き
「
夜
間
」
に
お
け
る
使
用
料
の
額
の
百
分
の
十
五
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

イ

設
備
等
及
び
そ
の
使
用
料

規
則
で
定
め
る
設
備
等
に
つ
い
て
当
該
規
則
で
定
め
る
額

７

観
覧
料
等
の
免
除
等

知
事
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
３
の
観
覧
料
又
は
６
の
使
用
料
（

(1)
以
下
「
観
覧
料
等
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。

既
納
の
観
覧
料
等
は
、
還
付
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
別
の
理
由
が

(2)
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
と
し
た
。



８

損
害
賠
償

文
化
村
の
施
設
、
設
備
等
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な

(1)
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

知
事
は
、

の
場
合
に
お
い
て
、
損
害
が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
故
そ
の
他
や
む

(2)

(1)

を
得
な
い
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
を

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

９

撮
影
等
の
規
制

文
化
村
に
お
い
て
は
、
知
事
が
あ
ら
か
じ
め
認
め
た
場
所
を
除
き
、
許
可
を
受
け
な
い
で
、

撮
影
、
歴
史
文
化
資
源
等
の
模
写
又
は
模
造
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
等

10

文
化
村
の
管
理
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
知

(1)
事
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。

奈
良
県
議
会
の
議
員
、
知
事
、
副
知
事
並
び
に
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
委
員
会
の
委

(2)
員
又
は
委
員
が
無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は
監
査
役
又
は
こ
れ
ら
に
準

ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
（
以
下
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
法
人
は
、
主

と
し
て
文
化
村
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。
た

だ
し
、
知
事
、
副
知
事
及
び
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
委
員
会
の
委
員
又
は
委
員
が
役
員

等
で
あ
る
法
人
で
地
方
自
治
法
施
行
令
に
規
定
す
る
も
の
（
県
が
出
資
し
て
い
る
も
の
に

限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
と
し
た
。

に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
規

(3)

(1)
則
で
定
め
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。

ア

文
化
村
の
管
理
に
関
す
る
事
業
計
画
書

イ

ア
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
書
類

知
事
は
、

に
よ
る
提
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
等
に
よ

(4)

(3)

り
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
最
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
も
の
を
選
定
し
、
議
会
の
議
決

を
経
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

ア

住
民
の
平
等
な
利
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。



イ

施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
効
率
的
な
管
理
運
営
が
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ウ

事
業
計
画
書
に
沿
っ
た
管
理
を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的

な
基
礎
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

エ

ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
文
化
村
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
と
認
め
る
基
準

指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準

11

指
定
管
理
者
は
、
開
館
時
間
及
び
休
館
日
に
関
す
る
基
準
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
管
理

の
基
準
に
従
っ
て
文
化
村
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
の
範
囲
等

12

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
の
範
囲
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

(1)
る
こ
と
と
し
た
。

ア

２
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
関
す
る
業
務

イ

４
の
施
設
、
設
備
等
の
使
用
の
承
認
に
関
す
る
業
務

ウ

５
に
よ
る
施
設
、
設
備
等
の
使
用
の
承
認
の
取
消
し
等
に
関
す
る
業
務

エ

９
の
撮
影
等
の
規
制
に
関
す
る
業
務

オ

文
化
村
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
の
収
受
等
に
関
す

る
業
務

カ

文
化
村
の
施
設
、
設
備
等
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

キ

文
化
村
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
業
務

ク

ア
か
ら
キ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
業
務

知
事
は
、

の
範
囲
の
う
ち
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
管
理
に
係
る
業
務

(2)

(1)

を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

利
用
料
金

13

の

に
よ
り
文
化
村
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
、

(1)

10

(1)

設
備
等
の
使
用
者
は
、
利
用
料
金
を
指
定
管
理
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。

利
用
料
金
の
額
は
、
６
に
定
め
る
使
用
料
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
あ
ら

(2)
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

指
定
管
理
者
は
、
利
用
料
金
を
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

(3)



指
定
管
理
者
は
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
利
用
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免

(4)
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

既
納
の
利
用
料
金
は
、
還
付
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ

(5)
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ

と
と
し
た
。

そ
の
他

14

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
化
村
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

施
行
期
日
等

15

規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、

か
ら

ま
で
は
、
公
布

(1)

(2)

(4)

の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

の

に
よ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
当
該
指
定
に
関
し
必
要
な
そ
の
他
の
行
為
は
、

(2)

10

(1)

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、

の
例
に
よ

10

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

に
よ
り
指
定
を
受
け
た
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、

の

の
業
務
の
開
始
に

(3)

(2)

12

(1)

必
要
な
準
備
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

施
行
日
以
後
の
利
用
料
金
の
額
の
定
め
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
条
例
の
規

(4)
定
に
よ
る
使
用
料
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
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